
1969年11月に発売され、1978年 8 月に 2 代目に代わるまでの、初代フェアレディZ（輸出名：DATSUN 240-Z SPORTS）の変遷
をカタログでたどる。当時フェアレディZの主要マーケットは米国であり、生産台数の約85％が輸出され、そのほとんどが米国向
けであったことから、輸出仕様のカタログも併せて紹介する。1960～70年代は、わが国の自動車産業が飛躍的に成長した時期であ
り、日本自動車工業会の「自動車統計月報」によると、1960年には軽四輪車を含めた乗用車の年間生産台数は16.5万台に過ぎなか
ったが、1967年には100万台を超えて137.6万台となり、1970年には317.9万台、1971年には西独（当時）を抜いて米国に次ぐ世界第
2 位となり、1978年には597.6万台に達している。大卒の初任給も日経連・調査資料による全産業平均値は、1960年には 1 万6000円
ほどであったが、1970年には 4 万1000円、1978年には10万9000円に上昇している。初代フェアレディZはこのような高度成長期を
駆け抜けたクルマであり、初代フェアレディの成功は日産自動車躍進の原動力になったのである。

初代フェアレディZ（S30型）の記録
1969-1977

1972年 1 月、第41回モンテカルロ・ラリーに出場し、総合 3
位、クラス 2 位に入賞したフェアレディ 240Z。絵はチェコス
ロバキア生まれのドイツ人で、自動車画家の巨匠、ウォルター・
ゴチュケ氏の作品で、日産自動車創立40周年記念として発行さ
れた1974年版企業カレンダーのために制作されたもの。



1969年11月に発売されたフェアレディZ 432。4 バルブ、3 キャブレター、2 カムシャフトを意味する “432”
のネーミングどおりのホットなモデルで、初代及び 2 代目スカイラインGT-R と同じS20型1989cc直列 6 気筒
DOHC 160ps/18.0kg-mエンジンを積み、0～400m加速 15.8秒、最高速度210km/hの俊足であった。5MT
およびノンスリップデフを装備し、小変更を加えられて 1973年 9 月まで生産。1971年 3 月にマイナーチェン
ジするまでの初期モデルにはテールゲートに 2 つのエアアウトレットルーバーが存在する。価格はマグネシウム
ホイール付きが185万円、スチールホイール付きが160万円とベースモデルの 2 倍の価格であった。

1969年11月に発売されたフェアレディZの運転席。3 本スポークのウッドリムのステアリングホイールにフルパッドのインストゥルメントパネルを装備
し、Z 432とZ-Lモデルには 5 速MT、ベースモデルのZには 4 速MTが装着された。

Z 432-R。スペックの記載は無いが「無限のハイチューンの
可能性を秘めたレース仕様車」とある。昭和44年11月、日産
自動車発行のサービス周報（184号）にはZ432［PS30（D）］
等の詳細は紹介されているが、派生モデルについては「ラリ
ー、レース専用のPS30SB車が有りますが、特別扱いのため
一切紹介していません。」と記述がある。Z432Rは、Z432を
さらに高性能化したモデルで、レース関係者などを対象に数十
台ほどの極く限られた台数が世に出たらしい。

Z 432の透視図と各部メカニズム。左上のS20型エンジンはR380に搭載されたGR-8型とは全くの
別物で、GR-8型、GR-7型等のレース用エンジンで得たノウハウを織り込んで、量産に適するよう
新たに設計されたエンジンである。



読者の皆様へ

Message
本書をお読みいただく前に

　本書は初代フェアレディに焦点を当て、

1999 年 10 月 15 日に初版を発行した『フェア

レディ Z ストーリー　DATSUN　SP/SR&Z 』

が底本になっています。初代フェアレディ Z

（輸出名：DATSUN　240-Z　SPORTS）は、

ダットサンDC3スポーツ（1952 年）をルーツ

とした日本を代表するスポーツカーとして、

1970年代に日本はもちろん米国市場でも他に

例のないほどの人気を博し、日産自動車のみ

ならず、日本の自動車産業は世界の注目を集

めることになりました。

　その足跡を後世に残しておくことを主眼に

初版を編集しましたが、それから早くも 20

年が経過し、そして 2019年に、フェアレデ

ィ Z は誕生からちょうど 50年を迎えること

になりました。この機をとらえ日産自動車で

は、伝統あるフェアレディにスポットを当て、

初代 Z のカラーリングを継承したフェアレ

ディ Z の 50周年記念車を発売するなど、ヘ

リテージ（遺産）に対する新しい動きも出て

います。

　小社ではこうした活動に呼応し、長い期間

品切れとなっていた本書を復刊することにし

ました。復刊にあたっては、記述内容を再確

認し、適切な修正を加えています。また日本

を代表するカタログ収集家の當摩節夫氏のご

協力をいただいて、初代フェアレディ Z の

記録資料として、国内向け並びに輸出仕様の

貴重なカタログをカラー口絵に 8 ページにま

とめて増補改訂し、「二訂版」としています。

　前記した通り、本書の内容は1999年以前に

取材・収集されており、松尾良彦氏による

「初代 Z のデザイン開発手記」などの本文は

すべて1999年刊行当時のものあることをご了

承ください。なお、故・片山豊氏による「ダ

ットサン240Zはこうして誕生した」の証言

集は今では取材不可能であり、その意味でも

貴重な章といえるでしょう。

　片山豊氏のスポーツカーへの情熱が大きく

影響して誕生したといえるフェアレディ Z

は、今では消え去ってしまった世界の多くの

2 シータースポーツカーの中でも、生産が継

続されている数少ないスポーツカーとして評

価されるべきだと考えています。本書が読者

の皆様にとって歴史と伝統を誇るフェアレデ

ィ Z の魅力やその価値についての理解をよ

り深めるための一助になれば幸いです。

 編集責任者　小林謙一
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